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２ささぐりGIKAI ジャーナル No.167

平 成 23 年 度 一 般 会 計 予 算

公債費
11億8千1百万
13.0%

公債費
11億8千1百万
13.0%

教育費
10億3千3百万
11.3%

教育費
10億3千3百万
11.3%

消防費
3億6千万
3.9%

土木費
6億1千3百万
6.7%

土木費
6億1千3百万
6.7%

商工費
8千5百万
1.0%

農林水産業費
2億7百万
2.3%

衛生費
12億3千6百万
13.6%

民生費
26億6千5百万
29.2%

議会費  9千万  1.0%

災害復旧費ほか  6千3百万  0.7%

災害復旧費ほか  5千7百万  0.6%

議会費  8千4百万  1.0%

総務費
9億4千9百万
10.8%

民生費
28億1千1百万
32.1%

衛生費
12億
13.7%

農林水産業費
1億8千5百万
2.1% 商工費

8千4百万
0.9%

土木費
5億6千2百万
6.4%

土木費
5億6千2百万
6.4%

  消防費
3億5千万
4.0%

教育費
8億3千1百万
9.5%

教育費
8億3千1百万
9.5%

公債費
11億2千1百万
12.8%

公債費
11億2千1百万
12.8%

諸支出金
5億2千9百万
6.0%

総務費
8億7千8百万
9.6%

諸支出金
7億9百万
7.8%

内円が22年度
外円が23年度
百万円未満四捨五入

歳　出
87億6千4百万

（前年度91億1千9百万円） 

87億 6,389万円6,389万円
一般会計

歳出

前年度比  約３.９％（約３.５億円）の減額

135億1,736万円

町 の お 金 は こ う 使 い ま す
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町 の お 金 は こ う 使 い ま す

ささぐりGIKAI ジャーナル No.167

公債費
11億8千1百万
13.0%

教育費
10億3千3百万
11.3%

土木費
6億1千3百万
6.7%土木費

5億6千2百万
6.4%

教育費
8億3千1百万
9.5%

公債費
11億2千1百万
12.8%

賛成７　大楠・草場・阿部・松田
　　　　阿高・後藤・荒牧
反対２　永柄・有吉

賛成７ 大楠 草場 阿部 松田

87億 6,389万円87億
賛成多数可決

一般会計・特別会計総額

一般会計

歳入

会　　　　　　計 23年度予算 対前年度増減

28億4千7百万 7千5百万

3億2千4百万 ▲   7百万

9億1千5百万 2千2百万

5億9千7百万 3百万

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

公 共 下 水 道

水 道 事 業
収 益 的 支 出

資 本 的 支 出 1億6千7百万 1千7百万

合　　　　　　計 47億5千3百万 1億1千万9百

（百万円未満四捨五入　 単位：円）特別会計予算

町税
28億3百万
32.0％

町税
29億2千6百万
32.1％

繰入金ほか
9億7千2百万
11.1％

繰入金ほか
11億9千2百万
13.0％

地方交付税
25億1千7百万
27.6％

地方交付税
25億3千万
28.9％

国・県支出金
14億9千9百万
16.4％

国・県支出金
15億9千万
18.1％

町債
5億3千2百万
6.1％

町債  6億6千6百万  7.3％
地方消費税交付金ほか
3億1千9百万  3.5％

地方消費税
交付金ほか

　3億3千7百万
3.8％

自主財源  43.1％ 依存財源  56.9％

自主財源  45.2％ 依存財源  54.8％

平成23年度予算 87億6千4百万円

平成22年度予算 91億1千9百万円

平成２３年度
一般会計予算

135億1,736万円135億1,736万円 前年度比  約１.８％
（約２.５億円）の減額



今 年 の 町 の 主 な 仕 事

４ささぐりGIKAI ジャーナル No.167

全小学校に扇風機設置

防災行政無線テレホンサービス設置（新規）

効果的介護予防事業の実施に関する
共同研究（新規）

1,439万円

320万円

270万円

各教室に4台

災害発生時対策

平成23～27年度総額320万円

子ども手当
予防接種事業
妊婦健診事業
がん検診事業

緊急雇用創出事業

荒廃森林再生事業
呑山公衆トイレ（新規）

乙犬中園線・乙犬切通線
下町若杉線

尾仲乙犬水害対策

篠栗中校舎内塗装（新規）
北勢門小整備事業

水害対策事業

豪雨災害復旧事業

9億 　　9万円
1億　134万円
3,204万円
2,265万円

2,199万円

2,685万円
2,613万円

1億5,000万円
3,000万円
3,000万円

1,200万円
5,054万円

4,838万円

5,210万円

乳幼児18歳末満

教育施設環境美化整備、広報紙・広報写真電子化
学校施設竣工図書マイクロ及び電子化

森林セラピー基地の機能発揮のための林道維持

バイオマストイレ　萩尾地区

継続分

継続分

継続分

22年度分繰越

22年度分繰越

22年度分繰越

乙犬尾仲地区
勢門踏切周辺地区

農業施設、農地
総合運動公園

三浦  正 町長

三
浦
町
長
が
23
年
度
の
施
政
方
針
を
議
会
で
述
べ
ま
し
た
。

以
下
は
そ
の
要
約
で
す
。

今年の町の主な仕事

その他新規事業



施 政 方 針

５ ささぐりGIKAI ジャーナル No.167

篠栗中美術部生徒による作品を山手駅に飾る
（ＪＲ山手駅を明るくする会）

〈
前
文
〉

「
未
来
に
続
く
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
」
と

し
て
、
自
分
た
ち
の
町

は
自
分
た
ち
の
手
で
と

い
う
自
治
意
識
に
よ
る

行
動
と
そ
の
結
果
の
積

み
重
ね
で
す
。

　

篠
栗
町
の
10
年
後
20

年
後
を
見
据
え
、
し
っ

か
り
と
し
た「
自
治
」を

目
指
し
ま
す
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

●
防
災

・
一
昨
年
に
引
き
続
き
２

年
連
続
で
豪
雨
災
害

・
防
災
意
識
の
高
揚
と
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る

・
避
難
勧
告
の
状
況
な
ど

を
確
認
で
き
る
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

●
高
齢
者
福
祉

・
個
人
へ
の
現
金
給
付
を

粕
屋
地
区
他
市
町
と
同

レ
ベ
ル
に
し
、
健
康
で

長
生
き
の
手
助
け
を
行

う
メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た

内
容
へ

・
要
介
護
認
定
率
や
医
療

費
が
県
内
１
、
２
位
を

競
う
ほ
ど
少
な
い
本
町

・
九
州
大
学
健
康
科
学
セ

ン
タ
ー
と
５
ヵ
年
継
続

事
業
で
、
高
齢
者
生
活

実
態
を
共
同
研
究

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

●
障
害
者
支
援

・
社
会
福
祉
法
人
の
知
的

障
害
者
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
施
設
が
町
内
に
年
度

内
完
成
予
定

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

●
子
育
て
支
援

・
子
ど
も
手
当
の
支
給

・
各
種
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
助
成
の
充
実

・
昨
年
以
上
の
要
保
育
児

童
の
受
け
入
れ
と
、
待

機
児
童
解
消
の
た
め
の

新
た
な
取
り
組
み
の
検

討
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

●
ま
ち
づ
く
り

・「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
さ
ら
に
前
進

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

補
助
金
」
制
度
を
３
０

０
万
円
で
ス
タ
ー
ト

・
第
５
次
総
合
計
画
の
策

定
準
備
。
作
成
手
法
を

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
頼

ら
ず
、で
き
る
だ
け
自
前

の
も
の
を
つ
く
り
な
が

ら
、
歳
出
を
最
小
限
に

・
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
」
も
合
わ
せ
て
策
定

検
討

・
「
広
報
さ
さ
ぐ
り
」
に

有
料
広
告
欄
を
新
設

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
バ

ナ
ー
広
告
枠
も
増
や
し
、

広
告
収
入
の
増
加
を
図

る
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

●
建
設

・
乙
犬
中
園
線
・
乙
犬
切

通
線
整
備
事
業
が
最
重

点
課
題
、
昨
年
度
か
ら

一
部
工
事
を
着
工
、
今

後
交
渉
中
の
買
収
を
早

期
完
了
し
、
順
次
着
工

予
定

・
昨
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た

下
町
若
杉
線
の
道
路
延

長
工
事
継
続

・
津
波
黒
地
区
水
路
事
業
、

尾
仲
乙
犬
地
区
河
川
水

害
対
策
事
業
な
ど
の
諸

事
業
や
側
溝
改
修
は
、

優
先
順
位
を
考
慮
し
、

長
期
計
画
に
沿
っ
て
着

実
に
進
め
る

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

●
産
業
観
光

・
昨
年
９
月
25
日
に
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た「
森

林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
篠
栗
」

を
本
格
稼
動

・
篠
栗
霊
場
で
の
体
験
と

組
み
合
わ
せ
る
な
ど
篠

栗
ら
し
い
基
地
に

・
本
年
４
月
に
森
の
案
内

人
の
会
「
森
の
風
・
篠

栗
」
が
発
会
、
組
織
的

な
活
動
へ

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

●
教
育
環
境

・
３
小
学
校
普
通
教
室
に

扇
風
機
設
置

・
篠
栗
中
学
校
廊
下
壁
面

塗
装
工
事

・
お
お
む
ね
５
年
の
教
育

目
標
や
方
向
性
を
示
す

「
篠
栗
町
教
育
振
興
基

本
計
画
」
を
策
定

・
勢
門
小
運
動
場
の
芝
生

化
・
３
幼
稚
園
で
預
か
り
保

育
実
施

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

●
そ
の
他

・
電
話
予
約
に
よ
る
住
民

票
の
時
間
外
受
け
渡
し

サ
ー
ビ
ス
（
平
日
17
時

〜
21
時
・
土
日
祝
日
９

時
〜
21
時
）
を
本
年
３

月
か
ら
ス
タ
ー
ト

・
町
有
地
売
却
に
よ
る
歳

入
増
を
図
る

・
篠
栗
町
葬
祭
場
「
天
空

会
館
」
の
２
階
の
「
百

合
の
間
」
を
80
人
規
模

の
葬
儀
会
場
に
改
装

し
、
料
金
を
引
き
下
げ

る
・
個
性
的
な
篠
栗
町
の
ま

ち
づ
く
り
を
創
造
し
、

篠
栗
は
一
味
違
う
と
内

外
か
ら
思
わ
れ
る
よ
う

に
、
今
年
度
も
町
民
の

皆
様
と
地
道
な
努
力
を

重
ね
る

・
他
町
職
員
に
負
け
な
い
、

し
っ
か
り
仕
事
が
で
き

る
、「
喜
ば
れ
て
喜
ぶ
」

職
員
の
人
材
育
成
を
図

る

三浦  正 町長三浦  正 町長

施
政
方
針

三
浦
町
長
が
23
年
度
の
施
政
方
針
を
議
会
で
述
べ
ま
し
た
。

以
下
は
そ
の
要
約
で
す
。

三
浦
町
長
が
23
年
度
の
施
政
方
針
を
議
会
で
述
べ
ま
し
た
。

以
下
は
そ
の
要
約
で
す
。



３ 月 定 例 会

６ささぐりGIKAI ジャーナル No.167

副
町
長
に

藤
和
義
氏
を
再
任

　

副
町
長
の
藤
和
義
氏
は

本
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
で
し
た
が
、
同

氏
を
再
任
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
同
意
を
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
（
全
員
賛
成
同
意
）

人
権
擁
護
委
員
に

藤
征
弘
氏
を
再
任

　

人
権
擁
護
委
員
の
藤
征

弘
氏
が
本
年
６
月
30
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

た
め
、
同
氏
の
再
任
に
つ

い
て
、
議
会
の
意
見
を
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
（
全
員
賛
成
同
意
）

「
篠
栗
町
住
民
生
活
に
光

を
そ
そ
ぐ
基
金
」の
設
置

　

今
後
２
ヵ
年
度
で
活
用

　

こ
の
基
金
は
、
国
の
地

域
活
性
化
交
付
金
の
う
ち
、

「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ

ぐ
交
付
金
」
を
積
立
て
、

23
・
24
年
度
で
活
用
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　

主
に
地
方
消
費
者
行
政
、

Ｄ
Ｖ
対
策
・
自
殺
予
防
等

の
弱
者
対
策
・
自
立
支
援
、

学
校
に
お
け
る
不
登
校
や

引
き
こ
も
り
へ
の
支
援
に

充
て
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
　
　
（
全
員
賛
成
可
決
）

ま
ち
づ
く
り
課
に
都

市
計
画
業
務
の
一
部

を
移
管

　

平
成
23
年
度
か
ら
第
５

次
篠
栗
町
総
合
計
画
の
策

定
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
現
在
建
設

課
に
て
分
掌
し
て
い
る
都

市
計
画
業
務
の
一
部
を
ま

ち
づ
く
り
課
に
移
管
す
る

も
の
で
す
。

　
　
　
（
全
員
賛
成
可
決
）

町
長
等
の
給
与
の

　
　
　

特
例
を
廃
止

　

町
財
政
の
厳
し
い
中
、

平
成
18
年
４
月
か
ら
町
長

は
給
料
月
額
を
10
％
カ
ッ

ト
、
副
町
長
・
教
育
長
は

そ
れ
ぞ
れ
５
％
カ
ッ
ト
の

時
限
的
な
取
組
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
本
年
３
月
で

５
年
間
に
わ
た
っ
た
、
特

例
期
間
が
満
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、
同
条
例
を
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
（
全
員
賛
成
可
決
）

農
業
委
員
会
の
選
挙

に
よ
る
委
員
14
人
を

８
人
へ

　

篠
栗
町
農
業
委
員
会
の

選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数

は
14
人
で
す
。

　

篠
栗
町
行
政
改
革
推
進

委
員
会
か
ら
、
定
数
見
直

し
に
つ
い
て
、
「
可
能
な

限
り
削
減
の
努
力
を
求
め

る
」と
い
う
答
申
を
受
け
、

今
回
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

　

本
年
７
月
に
行
わ
れ
る

農
業
委
員
の
選
挙
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
（
全
員
賛
成
可
決
）

自
治
功
労
者
の

表
彰
基
準
を
見
直
し

　

本
議
案
は
、
功
労
表
彰

に
該
当
す
る
年
齢
及
び
在

職
年
数
等
の
見
直
し
を
お

こ
な
う
も
の
で
す
。

　

社
会
状
況
の
変
化
に
と

も
な
い
、
該
当
年
齢
の
要

件
を
60
歳
か
ら
70
歳
へ
引

き
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
町

職
員
と
し
て
勤
務
し
た
期

間
を
在
職
年
数
に
通
算
で

き
る
条
文
を
廃
止
し
、
特

別
職
や
各
種
委
員
等
の
在

職
年
数
を
短
縮
す
る
も
の

で
す
。

　
　
　
（
全
員
賛
成
可
決
）

　3月議会では、人事案件2件、条例の制定1件・廃止1件・改正3件、22年度の補正予算
7件、23年度の予算5件が町長から上程され、全員賛成または賛成多数で可決しました。
　議員の提案では、議員全員による発議が2件あり、全員賛成で可決しました。うち1件
「東日本大震災」に向けての決議文を次ページに掲載いたします。

実施団体数14団体
　　（平成23年3月現在）
実施団体数14団体
　　（平成23年3月現在）

協働のまちづくりを
さらに前進
協働のまちづくりを
さらに前進

月月月月月月月月定定定定定定例例例例会会会会会会会会会会3月定例会
日程 3/4～17

対象者 在職年数

町長 ８年以上

副町長・教育長 15年以上→12年以上

町議会議員 15年以上
区長
各種行政委員等 25年以上→18年以上

消防団員
(団長経験者) 25年以上→18年以上
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篠
栗
町
と
し
て

　

３
６
０
万
円
の
義
援
金

　

糟
屋
地
区
（
古
賀
市
お
よ
び

糟
屋
郡
７
町
）が
一
体
と
な
り
、

全
体
で
３
０
０
０
万
円
の
支
援

を
お
こ
な
い
ま
す
。
支
援
額
は

各
市
町
の
人
口
に
応
じ
た
額
で

す
。（
一
般
会
計
補
正
予
算
と
し

て
計
上
）

　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
可
決
）

町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正  

（
議
員
全
員
発
議
）

　

現
在
、
議
員
の
期
末
手
当
に

つ
い
て
、
福
岡
県
内
で
本
議
会

の
み
が
加
算
率
が
付
加
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
議
員
期
末
手
当

の
加
算
率
を
他
の
福
岡
県
内
市

町
村
議
会
に
合
わ
せ
て
付
加
し
、

支
給
率
を
平
成
21
・
22
年
度
の

人
事
院
勧
告
ど
お
り
に
引
き
下

げ
る
も
の
で
、
本
年
12
月
期
よ

り
適
用
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
可
決
）

篠
栗
町
と
し
て

　

３
６
０
万
円
の
義
援
金

　

糟
屋
地
区
（
古
賀
市
お
よ
び

糟
屋
郡
７
町
）が
一
体
と
な
り
、

全
体
で
３
０
０
０
万
円
の
支
援

を
お
こ
な
い
ま
す
。
支
援
額
は

各
市
町
の
人
口
に
応
じ
た
額
で

す
。（
一
般
会
計
補
正
予
算
と
し

て
計
上
）

　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
可
決
）

町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正  

（
議
員
全
員
発
議
）

　

現
在
、
議
員
の
期
末
手
当
に

つ
い
て
、
福
岡
県
内
で
本
議
会

の
み
が
加
算
率
が
付
加
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
議
員
期
末
手
当

の
加
算
率
を
他
の
福
岡
県
内
市

町
村
議
会
に
合
わ
せ
て
付
加
し
、

支
給
率
を
平
成
21
・
22
年
度
の

人
事
院
勧
告
ど
お
り
に
引
き
下

げ
る
も
の
で
、
本
年
12
月
期
よ

り
適
用
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
可
決
）

一
般
会
計
予
算

　
　
　
　

永
柄　

邦
彦

　

今
回
の
予
算
は
、
障
が

い
児
放
課
後
対
策
事
業
で

は
、
児
童
館
で
実
施
し
て

い
る
学
童
保
育
と
の
均
衡

を
考
え
、
障
が
い
児
か
ら

も
月
額
３
０
０
０
円
の
徴

収
で
す
。
障
が
い
児
は
、

病
院
代
や
療
育
費
な
ど
見

え
な
い
と
こ
ろ
に
、
お
金

が
か
か
り
ま
す
。
単
純
に

健
常
児
と
の
均
衡
を
計
る

と
い
う
の
は
当
て
は
ま
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
に
対

す
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
も

月
間
４
枚
か
ら
２
枚
に
削

減
さ
れ
、
敬
老
会
助
成
金

の
削
減
や
、
高
齢
者
の
紙

お
む
つ
サ
ー
ビ
ス
も
削
減

で
す
が
、
こ
の
対
象
者
は

49
名
お
ら
れ
、
低
年
金
で

一
人
暮
ら
し
の
方
が
多
い

と
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
弱
者
に
対
す
る
福
祉

の
削
減
に
反
対
し
ま
す
。

反
対
討
論

【決議文】
　平成23年3月11日に発生した「東日本大震災」は、巨大地震、大津波、原発炉心溶融
など、国内観測史上最大の地震とそれに誘発した未曽有の大災害である。
　岩手県大槌町では、町のほとんどが壊滅し宮城県南三陸町では、町民17,000人のうち
約1万人と連絡が取れないなど、報道される被害状況が詳細になるにつれ、6,400人以上
の犠牲者が出た阪神大震災を超える犠牲者となることが確実である。
　また、福島第1原子力発電所の事故報道をみると、原発に対するこれまでの安全神話が
根こそぎ失われてしまい、東日本への今後の電力供給が大変懸念される状況である。
　本町は、平成21年の水害の際、全国各地から心温まる支援をいただいたことは記憶に
新しいところである。戦後最大の国難といえる今回の「東日本大震災」に対して、わが
町は被災地支援のために、できる限りの支援行動を篠栗町・篠栗町議会一体となって
行いたい。以上、決議する。

　平成23年３月14日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
篠　栗　町
篠栗町議会

篠栗町議会としてとり急ぎ、30万円の支援をおこないました。

　平成23年3月11日に発生した東日本大震災により、多くの尊い命が奪われました。被災され
今なお厳しい生活を余儀なくされている方々に対し、心よりお見舞い申し上げます。
　篠栗町議会では、3月14日、被災者支援に向けての決議を全会一致で可決しました。決議文は
以下のとおりです。

協働のまちづくりを
さらに前進

「東日本大震災」支援に向けての決議
全員賛成可決
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乙犬中園線

22
年
度

補
正
予
算

　

一
般
会
計
で
は
、
事
業

の
入
札
残
や
経
費
節
減
等

の
執
行
残
に
よ
り
減
額
補

正
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、

北
勢
門
小
の
校
舎
管
理
棟

及
び
体
育
館
の
外
壁
塗
装

防
水
工
事
５
０
５
４
万
円

で
、
内
２
４
４
２
万
円
は

地
域
活
性
化
交
付
金
を
活

用
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

国
保
特
別
会
計
の
赤
字
補

填
の
た
め
８
５
９
７
万
円

を
同
会
計
に
繰
り
出
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
公
債
費

に
つ
い
て
８
４
５
０
万
円

を
繰
上
償
還
し
て
い
ま
す
。

　

国
保
特
別
会
計
で
は
、

一
般
療
養
給
付
費
の
減
等

に
よ
り
、
３
５
０
８
万
円

の
減
額
補
正
で
す
。

　

老
保
会
計
で
は
、
老
人

医
療
費
１
０
０
万
円
の
減

額
で
、
こ
れ
に
よ
り
残
務

整
理
が
終
わ
り
、
22
年
度

で
老
保
会
計
は
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
会
計
で
は
、

広
域
連
合
の
納
付
金
が
確

定
し
た
こ
と
に
よ
る
３
３

９
８
万
円
の
減
額
で
す
。

　

下
水
道
会
計
で
は
、
維

持
改
良
工
事
が
当
初
見
込

み
を
下
回
っ
た
た
め
の
減

に
よ
る
も
の
で
、排
水
設
備

改
造
奨
励
金
６
０
０
万
円

の
減
等
、
合
計
１
９
６
０

万
円
の
減
額
補
正
で
す
。

　

水
道
事
業
会
計
で
は
、

経
費
節
減
等
に
よ
る
労
力

及
び
電
力
量
の
減
や
建
設

工
事
が
当
初
見
込
み
を
下

回
っ
た
こ
と
に
よ
る
減
額

で
す
。

（
す
べ
て
全
員
賛
成
可
決
）

　

２
月
臨
時
会
で
は
２
議
案
が
上
程

さ
れ
ま
し
た
。

　

１
件
は
町
道
乙
犬
中
園
線
道
路
改

良
工
事
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
で
す
。

　

今
後
実
施
予
定
の
町
道
乙
犬
切
通

線
の
通
行
状
況
を
考
慮
し
、
施
工
区

間
を
一
部
減
工
す
る
も
の
、
ま
た
既

存
の
水
路
規
模
と
機
能
を
有
す
る
用

排
水
路
を
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
た

た
め
、
工
種
及
び
内
容
を
変
更
す
る

も
の
で
す
。

　

併
せ
て
工
期
の
延
長
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

も
う
１
件
は
一
般
会
計
補
正
予
算

の
増
額
で
す
。
内
容
は
、
右
記
予
防

接
種
事
業
費
に
７
６
３
万
４
千
円
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
諸
支
出
金
に
お
い
て
、
福

岡
地
区
水
道
企
業
団
出
資
事
業
費
に

40
万
３
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
可
決
）

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
後 期 高 齢 者 医 療
公 共 下 水 道 事 業

水道事業
収益的支出
資本的支出

▲ 1億1，612万円

▲ 3，508万円

▲ 10０万円

▲ 3，398万円

▲ 1，960万円

▲ 85０万円

▲ 3，０００万円

９4億９，460万円

２８億８，４96万円

147万円

3億９，１98万円

9億2，864万円

４億7，916万円

１億2，063万円

会　　　　計 補　正　額 補正後予算額

  

（
千
円
単
位
四
捨
五
入
）

補
正
予
算
額

２
月
臨
時
会

２
月
臨
時
会

（
2
月
14
日
）

ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
促
進
事
業

○
対
象
と
な
る
ワ
ク
チ
ン

・
子
宮
頸
が
ん
予
防（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

　

ワ
ク
チ
ン

・
ヒ
ブ
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌

　

ｂ
型
）
ワ
ク
チ
ン

・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

○
無
料
接
種
期
間

　

平
成
23
年
３
月
１
日
〜

　
　
　
　

平
成
24
年
３
月
31
日

※

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

つ
い
て
、
一
時
見
合
わ
せ
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月

１
日
か
ら
再
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

オ
ア
シ
ス
篠
栗

　
　
　
　
　

（
国
保
健
康
課
）
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問…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

現
在
、
県
内
の
市
町
村

に
お
い
て
、
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
制
度
の
中
で
も
、

入
院
助
成
を
中
学
３
年
生

ま
で
実
施
し
て
い
る
の
が
、

豊
前
市
を
は
じ
め
、
吉
富

町
、
苅
田
町
、
み
や
こ
町
、

築
上
町
、
上
毛
町
で
、
小

学
６
年
生
ま
で
が
北
九
州

市
、
久
留
米
市
そ
し
て
福

岡
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宗
像
市
で
は
小

学
６
年
生
ま
で
通
院
入
院

と
も
完
全
無
料
の
条
例
改

正
案
が
、
今
度
の
３
月
議

会
に
提
出
さ
れ
、決
ま
れ
ば

９
月
実
施
の
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
市
や
町
で
は

若
い
人
を
呼
び
込
み
、
定

着
さ
せ
る
為
と
い
う
こ
と

が
共
通
の
目
的
で
す
。

　

昨
年
の
６
月
議
会
で

「
入
院
助
成
を
小
学
６
年

生
ま
で
拡
大
を
求
め
る
」

一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

そ
の
時
の
国
保
健
康
課
長

は
「
糟
屋
地
区
の
自
治
体

の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら

前
向
き
に
検
討
す
る
」
と

の
答
弁
で
し
た
が
、
そ
の

後
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ

れ
た
の
か
見
解
を
伺
い
ま

す
。

答
【
国
保
健
康
課
長
】

　

糟
屋
地
区
の
事
務
担
当

者
会
、
課
長
会
に
お
い
て

も
、
検
討
す
べ
き
課
題
と

の
認
識
は
持
っ
て
い
ま
す

が
、
妊
婦
健
診
、
乳
幼
児

の
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
無
料
接
種

事
業
等
の
財
政
負
担
が
各

市
町
と
も
重
く
の
し
か
か

り
、
実
施
に
向
け
て
の
意

思
統
一
が
で
き
な
い
現
状

で
す
。

　

今
後
も
各
市
町
の
取
り

組
み
を
注
視
し
な
が
ら
検

討
し
ま
す
。

問…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

今
後
、
入
院
通
院
を
含

め
、
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
の
対
象
年
齢
引
き
上
げ

に
つ
い
て
、
町
長
の
見
解

を
求
め
ま
す
。

答
【
町
長
】

　

小
学
６
年
ま
で
の
入
院

費
助
成
を
し
た
場
合
、
数

百
万
円
の
財
源
が
必
要
で
、

さ
ら
に
通
院
ま
で
と
な
る

と
数
千
万
円
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
医

療
費
助
成
拡
大
は
近
隣
自

治
体
と
の
統
一
的
な
取
り

組
み
が
必
要
で
、
今
後
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
助

成
が
厚
い
か
ら
若
年
世
帯

層
が
町
に
集
ま
る
と
い
う

も
の
で
も
な
く
、
現
在
も

種
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

篠
栗
町
の
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
、
他
の
自
治
体

に
な
い
個
性
的
な
環
境
づ

く
り
を
ト
ー
タ
ル
に
考
え

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

どげんするとなぁ？

永柄 邦彦

国保健康課長 「各市町の今後の取り組みを注視し検討する」
町長「近隣自治体との統一的な取り組みが必要」

3月8日、4人の議員が一般質問をしました。

一般質問とは、議員が執行部に、政策方針などについて、報告や説明を求め、所信や疑問を尋ねることです。ここに掲載したのは要約です。

入院費助成を小学６年まで
拡大の検討結果は



一 般 質 問

10ささぐりGIKAI ジャーナル No.167

　

巡
回
バ
ス
は
お
年
寄
り

の
足
と
し
て
大
変
喜
ば
れ

多
く
の
方
が
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
更
な
る
利
用
の

増
加
と
利
便
性
を
図
る
た

め
に
５
項
目
の
質
問
を
し

ま
す
。

問…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

巡
回
バ
ス
の
運
行
状
況

と
バ
ス
利
用
者
数
を
尋
ね

ま
す
。

答
【
町
長
】

　

29
人
乗
り
小
型
バ
ス
２

台
を
使
用
し
、
萩
尾
・
乙

犬
コ
ー
ス
、
城
戸
・
和
田

コ
ー
ス
を
運
行
し
て
い
ま

す
。

　

10
年
間
に
延
べ
50
万
人

の
方
が
利
用
さ
れ
、
平
成

21
年
度
の
コ
ー
ス
別
で
は

萩
尾
６
千
９
３
８
人
・
乙

犬
２
万
３
５
７
６
人
・
城

戸
７
千
１
０
８
人
・
和
田

１
万
８
３
５
６
人
・
合
計

５
万
５
９
７
８
人
と
な
っ

て
お
り
、
利
用
者
数
は
増

加
し
て
い
ま
す
。

問…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

山
間
部
に
は
谷
あ
い
に

民
家
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
か
ら
『
巡
回
バ
ス

の
運
行
を
』
と
の
要
望
を

聞
い
て
い
ま
す
。
バ
ス
停

の
設
置
や
移
設
、
バ
ス
の

乗
り
入
れ
に
は
ど
の
よ
う

な
手
順
、
手
続
き
が
必
要

な
の
か
尋
ね
ま
す
。

答
【
町
長
】

　

バ
ス
停
は
開
設
時
、
44

箇
所
か
ら
こ
の
10
年
で
19

箇
所
増
設
し
て
い
ま
す
。

運
行
時
刻
に
余
り
影
響
な

い
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
地

元
の
方
が
区
長
を
通
し
て

要
望
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

巡
回
バ
ス
の
コ
ー
ス
変

更
は
若
干
の
変
更
は
可
能

で
す
が
、
路
線
の
増
発
は

財
政
的
に
難
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

空
席
が
目
立
っ
て
い
る

の
で
、
利
用
者
が
す
く
な

い
地
域
で
は
「
小
型
の
自

動
車
に
し
て
経
費
の
削
減

を
」と
の
声
を
聞
き
ま
す
。

改
善
策
な
ど
は
考
え
て
あ

り
ま
す
か
。

答
【
町
長
】

　

山
間
部
の
道
路
で
は
勾

配
が
急
な
場
所
が
あ
り
、

無
理
な
く
登
れ
る
の
が
今

の
車
輌
で
す
。

問…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

小
額
で
も
料
金
を
徴
収

し
た
方
が
利
用
し
や
す
い
、

受
益
者
負
担
が
原
則
で
は

な
い
か
と
の
意
見
も
あ
り

ま
す
。
見
解
を
求
め
ま
す
。

答
【
町
長
】

　

無
料
で
あ
る
こ
と
が
、

利
用
者
増
に
つ
な
が
っ
て

お
り
、
オ
ア
シ
ス
篠
栗
の

利
用
者
増
の
一
因
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

　

継
続
し
て
運
行
し
て
い

く
に
は
受
益
者
負
担
（
１

０
０
円
程
度
）
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
か
と
考
え

ま
す
。

問…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

隣
接
町
で
も
巡
回
バ
ス

の
運
行
が
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
更
な
る
サ
ー
ビ

ス
や
経
費
の
削
減
等
に
は

広
域
的
な
巡
回
バ
ス
の
運

行
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
、
町
長
の
考

え
を
尋
ね
ま
す
。

答
【
町
長
】

　

バ
ス
運
行
の
目
的
、
運

賃
徴
収
、
設
定
コ
ー
ス
等

難
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま

す
。
将
来
の
広
域
的
な
自

治
へ
の
新
た
な
取
組
み
と

し
て
検
討
に
値
す
る
と
考

え
ま
す
。　
　

大楠 英志

町長「変更は可能・増便は難しい」

巡回バスの路線延長を



一 般 質 問

11 ささぐりGIKAI ジャーナル No.167

問…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

９
月
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
以
来
半
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

を
除
き
森
の
案
内
人
を
依

頼
し
た
セ
ラ
ピ
ー
客
の
団

体
数
と
総
人
数
は
ど
れ
位

で
す
か
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　

２
月
末
現
在
で
18
団
体
、

１
４
２
名
で
す
。
年
間
目

標
は
１
０
０
０
人
を
想
定

し
て
お
り
、
目
標
数
に
は

大
き
く
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
な

が
ら
、
認
知
度
を
高
め
て

い
き
ま
す
。

問…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド
料
金

は
ど
の
よ
う
に
設
定
し
て

い
ま
す
か
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　

弁
当
つ
き
で
一
人
２
５

０
０
円
で
、
そ
の
う
ち
ガ

イ
ド
料
は
１
５
０
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド

料
に
つ
い
て
は
、
森
の
案

内
人
の
会
で
管
理
さ
れ
、

ガ
イ
ド
さ
れ
た
方
へ
の
手

当
や
運
営
費
に
充
て
て
い

ま
す
。

問…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

セ
ラ
ピ
ー
コ
ー
ス
の
増

設
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

町
に
は
季
節
感
や
生
物

多
様
性
が
感
じ
ら
れ
る
候

補
地
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
自
然

味
や
季
節
感
が
感
じ
ら
れ

る
勾
配
の
緩
い
コ
ー
ス
を

整
備
し
て
い
か
な
い
と
リ

ピ
ー
タ
ー
は
増
え
な
い
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す

か
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　

コ
ー
ス
の
増
設
に
つ
い

て
は
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
理
事

長
で
あ
る
、
今
井
通
子
氏

が
毎
年
、
森
林
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
開
催
時
に
来
町

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今

井
氏
の
知
恵
を
か
り
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

問…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

町
を
訪
れ
ら
れ
た
方
の

健
康
管
理
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
が
医
療

行
為
と
の
認
定
が
行
わ
れ

て
い
な
い
現
状
に
お
き
ま

し
て
は
、
医
療
機
関
と
の

連
携
は
難
し
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
将
来
的
に
は
医
療

機
関
と
の
連
携
も
あ
り
得

る
と
思
い
ま
す
。

問…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

セ
ラ
ピ
ー
拠
点
施
設
の

必
要
性
は
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　

既
存
の
施
設
の
活
用
を

第
一
に
考
え
て
い
ま
す
。

問…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

こ
れ
ま
で
に
篠
栗
町
を

訪
れ
ら
れ
た
方
で
陶
芸
、

そ
ば
教
室
な
ど
の
体
験
を

希
望
さ
れ
た
方
は
ど
れ
く

ら
い
で
す
か
。
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
の
経

済
効
果
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
か
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　

陶
芸
、
そ
ば
打
ち
体
験

の
要
望
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
実
施
し
て
い
ま
す
。

１
月
に
セ
ラ
ピ
ー
と
そ
ば

打
ち
体
験
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
降
雪
の
た
め
に
セ

ラ
ピ
ー
体
験
は
中
止
し
ま

し
た
が
、
そ
ば
打
ち
体
験

は
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
協
議
し
な
が
ら

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
き
ま
す
。
基

地
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま

す
が
、
経
済
効
果
が
現
れ

る
と
こ
ろ
ま
で
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

草場 謙次

森林セラピーオープン後の経緯は

産業観光課長「イベントを催し
認知度を高めていく」
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19
年
９
月
議
会
で
「
植

木
の
剪
定
ご
み
の
取
り
扱

い
」に
つ
い
て
、質
問
を
致

し
ま
し
た
。
町
長
答
弁
は

「
剪
定
木
の
処
理
に
つ
い

て
は
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
わ

か
す
ぎ
へ
の
受
け
入
れ
協

議
を
進
め
る
こ
と
と
、
跡

地
利
用
計
画
と
し
て
、
剪

定
ご
み
や
、
そ
の
他
の
資

源
ご
み
再
利
用
も
し
っ
か

り
検
討
し
、
努
力
し
た
い

と
考
え
ま
す
」
と
答
え
て

あ
り
ま
す
。
関
連
し
て
次

の
質
問
を
致
し
ま
す
。

問…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

粕
屋
町
で
は
、
生
木
を

破
砕
機
に
か
け
て
チ
ッ
プ

状
に
し
て
発
酵
さ
せ
、
肥

料
化
し
て
町
内
施
設
に
配

布
の
話
を
い
た
し
ま
し
た
。

解
体
計
画
が
な
い
よ
う
で

あ
れ
ば
、
処
理
場
の
ス
ト

ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
利
用
す
る

こ
と
を
再
度
提
案
い
た
し

ま
す
が
、
見
解
を
求
め
ま

す
。

答
【
町
長
】

　

須
恵
町
の
中
山
リ
サ
イ

ク
ル
に
て
わ
か
す
ぎ
と
同

額
の
10
㎏
当
た
り
１
０
０

円
の
処
理
費
で
剪
定
木
の

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま

す
。

問…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

解
体
時
期
と
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
に
つ
い
て
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

答
【
町
長
】

　

解
体
に
は
２
億
円
程
か

か
り
ま
す
。
跡
地
を
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
な
ど
に
使
用

し
た
場
合
に
限
り
、
３
分

の
１
の
交
付
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
が
、
交
付
要
件
に

町
の
単
独
事
業
が
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
解
体
の
時
期

に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ

言
及
で
き
ま
せ
ん
。
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
度
と
20
年
度
に
、

省
令
の
規
定
に
基
づ
き
塵

芥
処
理
場
周
辺
の
環
境
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調

査
の
結
果
、
環
境
基
準
に

適
合
し
て
い
ま
す
。

問…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
わ
か

す
ぎ
（
須
恵
町
外
２
ヶ
町

清
掃
施
設
組
合
）は
、３
町

の
協
議
で
15
年
契
約
で
す

か
ら
、
篠
栗
で
の
受
け
入

れ
は
残
り
７
年
と
な
り
ま

す
。
受
け
入
れ
先
の
話
し

合
い
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

答
【
町
長
】

　

受
け
入
れ
終
了
後
の
、

受
け
入
れ
先
の
協
議
は
３

町
に
志
免
・
宇
美
町
を
加

え
た
５
町
に
よ
る
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
に
お
い
て
、
先
進

地
の
視
察
な
ど
を
行
い
、

新
し
い
施
設
を
含
め
て
現

在
模
索
中
で
す
。

　

受
け
入
れ
期
間
の
残
り

が
７
年
と
な
り
、
３
町
の

施
設
組
合
も
今
後
の
対
策

を
協
議
致
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
町
と
し
て
も
早
急

な
検
討
を
、
組
合
に
申
し

入
れ
て
参
り
ま
す
。

有吉 武喜

中町塵芥処理場の解体は

町長「2億円ほどかかる」

　

今
泉
正
敏
議
長
は
、

議
長
と
し
て
７
年
以
上

在
職
、
ま
た
荒
牧
泰
範

議
員
は
議
員
と
し
て
15

年
以
上
在
職
し
た
こ
と

に
よ
る
表
彰
で
す
。

　

今
泉
正
敏
議
長
と
荒

牧
泰
範
議
員
が
、
平
成

23
年
２
月
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
お
よ
び
福

岡
県
町
村
議
会
議
長
会

の
定
期
総
会
に
て
、
自

治
功
労
者
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

表
彰
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編
集
後
記

お
知
ら
せ

　

次
回
の
６
月
定
例
会
は
、

６
月
９
日
か
ら
の
予
定
で
す
。

　

一
般
質
問
は
13
日
の
予
定
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
傍
聴
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
ぎ
か
い
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の
ご
意
見

ご
感
想
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

千
年
に
一
度
と
い
う
未
曾
有
の
大

地
震
と
大
津
波
、
改
め
て
自
然
の
巨

大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
驚
愕
を
覚
え
ま

す
。
東
日
本
大
地
震
で
被
災
さ
れ
ま

し
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
た
ち
編
集
ス
タ
ッ
フ
は
今
回
が

最
終
の
作
業
と
な
り
ま
す
。
４
年
間

16
回
の
発
行
に
「
親
し
み
や
す
い
」

よ
う
に
と
編
集
に
取
組
み
ま
し
た
。

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

発
行
責
任
者

議　
　

長　
　

今
泉　

正
敏

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

副
委
員
長　
　

永
柄　

邦
彦

委　
　

員　
　

後
藤
百
合
子

委　
　

員　
　

草
場　

謙
次

委　
　

員　
　

大
楠　

英
志

委　
　

員　
　

松
田　

國
守
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�SASAGURI篠栗の風景篠栗の風景

春うらら・・・カブトの森公園

お花の下でお弁当お花の下でお弁当

GIKAIジャーナル
ささぐり
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